
第３学年　理科学習指導案

書式は学校の指定に合わせて調整してお使いください。

日　時 令和　　年　　月　　日（　　）　第　　校時

場　所 　

指導者 　

１　単元名

「太陽とかげ」

２　単元の目標

日陰は太陽の光を物が遮るとでき、太陽の位置が変わるとかげの位置も変わることを理解し、実物の観

察・実験と記録を扱う技能を身に付ける。「太陽の位置が変わると、かげの向きはどう変わるだろうか」

を追究し、根拠を基に考えを表す。自分の記録を見直し、分からないことを確かめながら学習に取り組

む。（B(2)）

３　単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①日陰は太陽の光を物が遮るとで

き、太陽の位置が変わるとかげの位

置も変わることを理解している。

②実物の観察・実験と記録につい

て、対象、条件や時期、調べて分か

ったことを区別して記録している。

①観察した共通点や違いを基に、

「太陽の位置が変わると、かげの向

きはどう変わるだろうか」につなが

る問題を見いだし、表現している。

①太陽とかげの学習で生じた疑問に

ついて、自分の記録や友達の考えを

基に調べ方や説明を見直し、解決し

ようとしている。

４　指導上の考察

（１）単元について

「太陽とかげ」は、第3学年のB(2)を手掛かりに、自然の事物・現象を調べる単元である。中心となる理

解は、日陰は太陽の光を物が遮るとでき、太陽の位置が変わるとかげの位置も変わることである。名称

を覚えて答えるだけでなく、「太陽の位置が変わると、かげの向きはどう変わるだろうか」に答えるた

めに何を見て比べればよいかが授業の焦点になる。

本案では、身の回りのかげを見つけるところから始め、記録を重ねて向きの変化を比較する活動を通し

て考えを確かめる。結論だけを先に提示すると、観察や資料が答え探しになるため、予想と理由を残し

てから調べる。単元末には太陽の位置とかげを図で説明することで、学んだ言葉と根拠が結び付いてい

るかを確かめる。

学校の既習と実態は資料だけでは決められない。前の記録を見て、説明に必要な言葉や道具の扱いを確

かめる。扱ったことのない内容を既習として書き込まず、必要な確認を導入に加える。

（２）児童について

（学級の子どもの様子を先生が書く）



（３）指導について

本時では「太陽の位置が変わると、かげの向きはどう変わるだろうか」を中心の問いに据える。同じ棒

のかげを同じ場所で時間をおいて記録し、方位を書き添える。太陽の見える方向を安全な方法で確認

し、かげの向きと対にして矢印で表す。観察できない時間の結果は作らず空欄にする。

児童の最初の考えを消して正答に直させるのではなく、どの記録で考えが変わったかが分かるよう書き

足させる。かげが動くのは棒が動いたからという予想には、棒の位置が変わらない記録を示す。太陽と

かげを同じ向きに描く子には、光を遮る物の反対側を模型で確かめる

資料を読むことや書くことが負担になる児童には、比較する箇所を絞った図、読み上げ、指差しや口頭

説明を用意する。説明の代筆は児童に内容を確かめてから行い、文字量で理解を判断しない。早く説明

できた児童には、同じ説明が当てはまらない記録がないかを探させる。

安全と扱いの留意点は次のとおり。太陽を直接見ない。遮光板は太陽観察用の適合品を教師が点検して

使う。虫眼鏡・望遠鏡・双眼鏡で太陽を見ない。暑さや天候に応じ観察を中止する

５　指導と評価の計画（全9時間）

次 時 学習活動 評価規準（評価方法）

第1次 1〜2 ○身の回りのかげを見つける。 知①・知②（記録・活動の観

察）

第2次 3〜4 ○太陽とかげの位置関係の問題をつくる。 知①・知②（記録・活動の観

察）

第3次 5〜6 ○同じ場所で方位と時刻を記録する。 知①・知②（記録・活動の観

察）

第4次 7 ○記録を重ねて向きの変化を比較する。 知①・知②（記録・活動の観

察）

第5次 8

（本時

を含

む）

○観察した方位と時刻をそろえ太陽とかげの記録を比べる。

○同じ棒のかげを同じ場所で時間をおいて記録し、方位を書

き添える。太陽の見える方向を安全な方法で確認し、かげの

向きと対にして矢印で表す。観察できない時間の結果は作ら

ず空欄にする。

思①（個人の説明・記録）

第6次 9 ○太陽の位置とかげを図で説明する。 態①（記録の見直し・振り返

り）



６　本時の指導（8／9（配当案））

（１）本時の目標

観察した共通点や違いを基に、「太陽の位置が変わると、かげの向きはどう変わるだろうか」につなが

る問題を見いだし、表現することができる。

（２）学習過程

段階 学習活動（○主な発問）

・予想される児童の反応

指導上の留意点（◎評価）

導入

（　分）

○前時までの記録から「身の回りのかげを見つける」とき

の疑問を取り出す。

○「太陽の位置が変わると、かげの向きはどう変わるだろ

うか」

【めあて】調べた事実を使い、自分の考えと理由を説明

しよう。

○一人で予想と理由を書き、調べたい点を確かめる。

〈予想される児童の反応〉

・日陰は太陽の光を物が遮るとでき、太陽の位置が変わる

とかげの位置も変わるのか確かめたい。

・前の記録と比べると違いが見つかりそう。

・答えを先に示さず、児童がどの記録を

根拠にしたかを尋ねる。

・太陽を直接見ない。遮光板は太陽観察

用の適合品を教師が点検して使う。虫眼

鏡・望遠鏡・双眼鏡で太陽を見ない。暑

さや天候に応じ観察を中止する

展開

（　分）

○前時までの観察・調査の記録を使う。以下に示す調べ方

を振り返り、本時は問いに関係する記録を比較する。追加

の実験・調査は方法を計画し、次時に確かめる。

○同じ棒のかげを同じ場所で時間をおいて記録し、方位を

書き添える。太陽の見える方向を安全な方法で確認し、か

げの向きと対にして矢印で表す。観察できない時間の結果

は作らず空欄にする。

○「どの観察結果から、そう考えましたか」

○自分の説明を相手に示し、根拠が同じか違うかを比較す

る。

○説明できない記録があれば条件や資料の読み方を確かめ

直す。

○比べた結果から新たな問題を見いだし、何を調べたいか

とその理由を表す。

〈予想される児童の反応〉

・同じだと思ったが、比べるところをそろえると違いがあ

る。

・この記録だけではまだ決められない。

・記録を重ねて向きの変化を比較することで、理由を確か

めたい。

・かげが動くのは棒が動いたからという

予想には、棒の位置が変わらない記録を

示す。太陽とかげを同じ向きに描く子に

は、光を遮る物の反対側を模型で確かめ

る

・結果に合わない意見も記録へ戻る材料

として取り上げ、発言した児童を責めな

い。

・比較が難しい児童には記録の対応する

箇所を指し示し、まず事実を口頭で説明

させる。

・本時に単元全体の実験や調査をやり直

さない。比較する記録を準備し、方法を

確認する必要がある部分だけを実物で示

す。

◎思① 観察した共通点や違いを基に、

「太陽の位置が変わると、かげの向きは

どう変わるだろうか」につながる問題を

見いだし、表現している。（個人の記録

と説明。交流前後の変更理由を含めて見

る。）



段階 学習活動（○主な発問）

・予想される児童の反応

指導上の留意点（◎評価）

まとめ

（　分）

○本時の問いへの答えを、根拠となる観察結果とともに書

く。

【まとめ】日陰は太陽の光を物が遮るとでき、太陽の位

置が変わるとかげの位置も変わる。

○最初の考えから変わったことと、まだ調べたいことを記

録する。

〈予想される児童の反応〉

・考えが変わったのは、記録を比べたときに違いを見付け

たから。

・まだ確かめていない条件が残った。

・まとめは得られた記録の範囲に限定す

る。予定どおりの結果が出なければ条件

と方法を見直し、実測結果を作り替えな

い。

・振り返りで分かった支援の必要な点は

次時の活動に反映する。

・本時の重点は「比べた結果から新たな

問題を見いだし、何を調べたいかとその

理由を表す。」であり、知識の結論だけ

で思考の評価を決めない。

◎知①（まとめの説明）／態①（記録を

見直す過程。発言回数や文章量だけで判

断しない。）

（３）板書計画

上段に「太陽とかげ」と本時の問い「太陽の位置が変わると、かげの向きはどう変わるだろうか」。左側に予想

とその理由、中央に実際に調べた事実の記録、右側に事実から考えた説明を置く。中央は条件・時期・対象が分

かる見出しにし、比較する記録を同じ高さに並べる。記録を重ねて向きの変化を比較する際に用いた記録を残

し、根拠と説明を線で結ぶ。下段には確かめられたことと、まだ残る問いを分けて置く。発言の多い子の説明だ

けで仕上げず、個人の記録の違いを残す。

AIが作成した授業案です。授業での検証は未実施です。自校の教材・年間計画・学級の実態に合わせて確認してください。

Threads「三重でAI使うなら」（@mie_ai_katsuyo）

https://www.threads.com/@mie_ai_katsuyo

LINEオープンチャット
みえ先生ラボ

https://line.me/ti/g2/it19gMw8pq4H3PEvMrOm-0B9q-2-MKCZJ1QrUg?utm_source=invitation&utm_medium=QR_code&utm_campaign=default

